
日本生涯スポーツ学会（Japanese Society of Lifelong Sports） 

 
 

発表セッション：  □ オーラル（口頭）   □ ポスター 
□ オーラル    □ ポスター  （いずれかに✓を入れてください） 

日本生涯スポーツ学会第 20 回大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表で使用する機器にをつけてください． 

演  題 

 

演者氏名

（所属） 

 

キーワード 

本文 

プロスポーツチームとまちづくりに関する研究 

－琉球オリオンズに着目して－ 
 

○沖縄花子１）  名護愛子１）  琉球太郎２）   生涯次郎２） 

１）嘉津宇学園大学  ２）やんばる大学大学院 

プロスポーツチーム，ソーシャル･キャピタル，琉球オリオンズ 
１．緒言 

近年，地域コミュニティの希薄化や崩壊が頻繁に叫ばれ，大きな社会問題とされている．まちづく

りに代表される地域コミュニティの再生は急務であり，様々な取り組みが行われている．特に，地域

の住民間や集団間のつながりを促進・活性化する要素としてソーシャルキャピタル（Putnam, 1993； 

2000）が注目されている．また，ソーシャルキャピタルの醸成や蓄積は，コミュニティの評価を高

めるとされ（上野，2006），J クラブや地域スポーツクラブなどスポーツをテーマとした選択縁的な活

動もその一翼を担うことが期待されている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．研究目的 

そこで本研究は，Ｂリーグ琉球オリオンズがホームアリーナとしている近辺に在住する地域住民に

着目し，住民のソーシャルキャピタルの視点から，プロスポーツチームとまちづくりの関係を明らか

にすることを目的とした． 

 

３．研究方法 

 ホームゲームの観戦者に対して質問紙調査を実施した．調査はＢリーグ 2012 シーズン開幕戦の

2012年 10月 13日に行った．開場時に入口にて調査員が質問紙を配布し，試合終了後に出口にて回収

を呼び掛けた（有効回答率42.5％）．質問項目は基本的属性，Ｂリーグ観戦について，ソーシャルキ

ャピタルとした．ソーシャルキャピタルに関する項目は，舟木・野川（2012）らを参考に設定した． 

 

４．結果 

 琉球オリオンズの設立により，地域住民の一部に新しい繋がりやより深い繋がりが生まれた一方

で，チームと地域において互いに対する期待に相違があることが明らかとなった．また，ソーシャル

キャピタル高群は，低群に比べ地域に誕生した新しい団体を積極的に受け入れている傾向がある．プ

ロスポーツチームが地域密着を通じたまちづくりを実現するためには，「おらがチーム」として住民に

受け入れられる必要がある．そのためには，ホームゲームや地域貢献活動の場を，ソーシャルキャピ

タルが高い傾向にある地域住民と，そうでない地域住民の交流の場として活用することなどが求めら

れる． 
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